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―
最
近
の
情
勢

　

昨
年
６
月
に
申
請
し
て
い
た
日
本
農

業
遺
産
、
世
界
農
業
遺
産
へ
の
認
定
に

つ
い
て
、
２
月
15
日
に
発
表
が
あ
り
、

中
国
地
方
で
は
初
と
な
る
「
日
本
農
業

遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
か
つ
て

の
耕
畜
連
携
の
農
業
が
、
時
代
の
変
化

に
適
応
し
な
が
ら
、
現
在
の
循
環
型
農

業
シ
ス
テ
ム
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
結
果

で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
保
全
・
継
続

や
奥
出
雲
の
農
業
の
特
色
を
全
国
に
向

け
て
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
「
世
界
農
業
遺
産
」
認
定
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

―
予
算
の
概
要

　

平
成
31
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
り
、

昨
年
11
月
に
策
定
し
た
「
予
算
編
成
指

針
」
に
基
づ
き
、
町
の
重
要
課
題
に
積

極
的
に
対
応
す
る
た
め
、
最
終
年
度
を

迎
え
る
「
総
合
戦
略
」
の
地
方
創
生
・

人
口
減
少
対
策
に
一
層
力
を
入
れ
、
結

婚
・
子
育
て
支
援
、
定
住
対
策
、
産
業

振
興
な
ど
を
念
頭
に
お
き
編
成
を
し
ま

し
た
。

　

本
町
は
、
神
話
に
彩
ら
れ
た
歴
史
を
、

豊
か
な
自
然
の
中
で
受
け
継
ぎ
、
こ
れ

ら
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
様
々
な
施

策
に
よ
り
、
奥
出
雲
か
ら
の
情
報
発
信

を
進
め
、
関
係
人
口
の
増
加
を
目
指
す

と
と
も
に
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
増
加
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
近
年
の
自
然
災
害
に
対
応

す
る
た
め
、
防
災
対
策
な
ど
安
全
安
心

な
町
づ
く
り
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
な

ど
生
活
を
支
え
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
も
重
点
的
に
配
意
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
の
総
額
は
、
平
成
30
年
度
と

比
較
し
て
６
億
円
、４・４
％
増
の
１
４

１
億
８
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
で
は
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
の
増
額
に
伴
う
経

費
、
周
産
期
医
療
及
び
小
児
医
療
な
ど

を
維
持
す
る
た
め
の
病
院
事
業
へ
の
負

担
金
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
ご

承
認
を
頂
き
ま
し
た
、島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
学
院
の
専
門
職
大
学
化
に
向

け
た
寄
附
金
は
減
額
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
補
正
総
額
は
、
８
９

０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
予
算
の
う
ち
道

路
新
設
改
良
事
業
、
災
害
復
旧
事
業
な

ど
、
総
額
10
億
５
２
０
０
万
円
を
来
年

度
に
繰
り
越
し
、
切
れ
目
の
な
い
事
業

推
進
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

―
社
会
基
盤
・
生
活
基
盤
整
備

　

生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
町

道
湯
ノ
原
線
、
下
馬
中
条
線
な
ど
継
続

の
13
路
線
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
改
良

整
備
の
進
捗
を
図
り
、
追
谷
万
才
線 

外
２
路
線
の
事
業
完
了
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、

福
頼
線
福
頼
第
２
工
区
の
測
量
設
計
に

着
手
す
る
計
画
で
す
。

　

こ
の
他
、道
路
落
石
等
の
防
災
対
策

や
橋
梁
及
び
舗
装
路
面
の
長
寿
命
化
対

策
に
つ
い
て
も
、国
の
防
災
・
安
全
交
付

金
等
を
活
用
し
、引
き
続
き
点
検
調
査

及
び
修
繕
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
事
業
に
つ
い
て
は
、
三
成
公
園

ホ
ッ
ケ
ー
場
の
改
修
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
残
る
観
覧
席
側
の
フ
ェ
ン

ス
工
事
等
を
完
成
さ
せ
、
全
体
事
業
が

完
了
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
三
成
小

学
校
新
校
舎
の
通
学
路
と
し
て
併
用
す

る
た
め
、
仁
多
中
学
校
体
育
館
東
側
に

位
置
す
る
三
成
公
園
陸
上
競
技
場
園
路

を
拡
幅
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
整
備

中
の
国
道
２
路
線
・
県
道
４
路
線
の
道

路
整
備
事
業
や
一
級
河
川
斐
伊
川
・
桐

の
木
川
の
河
川
改
修
事
業
、
並
び
に
砂

防
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
な
ど
継

続
事
業
の
早
期
完
成
や
新
規
事
業
の
導

入
に
向
け
て
、
国
・
県
へ
の
要
望
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
・
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨

年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
や
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
な
ど
多
く
の
自
然
災
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
町
民
の
生
命
財
産
を
守

る
た
め
、
耐
震
性
貯
水
槽
の
整
備
、
消

防
車
両
の
更
新
な
ど
を
計
画
的
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
ジ
ョ
ー
ホ
ー
奥
出
雲
」
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
増
加
し
、
個
人
や

町
内
企
業
の
皆
様
に
と
っ
て
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
側
の
中
核
設

備
等
に
つ
い
て
、
機
能
の
向
上
と
将
来

に
わ
た
る
安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

行
う
た
め
、
来
年
度
か
ら
計
画
的
に
更

新
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
木
次
線
利

活
用
推
進
協
議
会
に
よ
り
、
地
元
選
出

の
国
会
議
員
を
は
じ
め
、
国
土
交
通
大

臣
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
へ
木
次
線
の
維
持
存

続
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
継
続
運
行
な
ど

の
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
引
き
続

き
関
係
機
関
に
対
し
て
、
要
望
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
今
後
も
町
を
あ
げ
て

木
次
線
を
守
る
た
め
に
、
利
用
促
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

可
燃
物
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
施

設
整
備
・
管
理
等
に
多
額
な
財
政
負
担

を
伴
う
こ
と
か
ら
、
施
設
の
あ
り
方
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
効

率
的
な
運
営
を
行
う
た
め
、
雲
南
圏
域

に
お
い
て
広
域
処
理
化
の
検
討
も
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
雲

南
市
飯
南
町
一
部
事
務
組
合
に
対
し
、

調
査
・
検
討
の
事
務
協
議
を
依
頼
し
、

本
格
的
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
老

朽
化
と
水
量
確
保
の
た
め
、
横
田
浄
水

場
の
改
良
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
安
心
安
全
な
生
活
環
境

の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
、
将
来
の

負
担
に
留
意
し
な
が
ら
順
次
施
設
の
更

新
・
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、合
併
処
理

浄
化
槽
を
20
基
設
置
す
る
こ
と
を
計
画

し
て
い
る
ほ
か
、施
設
の
長
寿
命
化
を
図

る
た
め
、農
業
集
落
排
水
施
設
の
機
能

保
全
対
策
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
は
、
施
設
の
中

長
期
的
な
状
態
を
予
測
し
、
各
施
設
を

計
画
的
か
つ
効
率
的
に
管
理
す
る
た
め

の
調
査
、
農
業
集
落
排
水
施
設
と
の
統

合
計
画
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

―
産
業
振
興

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
奥
出
雲
町
観
光

協
会
を
中
心
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を

積
極
的
に
進
め
、
玉
峰
山
荘
な
ど
町
内

の
観
光
施
設
と
連
携
し
誘
客
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
農
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
「
た

た
ら
製
鉄
の
歴
史
文
化
」
「
奥
出
雲
の

農
業
と
食
」
な
ど
の
魅
力
を
さ
ら
に
情

報
発
信
し
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
な

ど
に
よ
り
、
観
光
客
誘
致
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
域

内
の
商
業
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、

引
き
続
き
商
工
会
に
よ
る
経
営
改
善
普

及
事
業
を
支
援
す
る
ほ
か
、
小
規
模
事

業
者
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
「
奥
出
雲
町
事
業
承
継
支

援
機
関
協
議
会
」
「
奥
出
雲
町
雇
用
対

策
連
絡
会
」
な
ど
企
業
・
行
政
・
関
係

機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
、
引
き
続
き

課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

高
校
生
な
ど
若
者
の
町
内
就
職
に
つ

い
て
は
、
こ
の
３
月
に
横
田
高
校
を
卒

業
し
た
生
徒
の
う
ち
、
８
名
の
町
内
企

業
へ
の
就
職
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
雇
用
確
保
、
若
者
定
住
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

 

企
業
誘
致
、
起
業
・
創
業
支
援
に
つ

い
て
、
４
月
よ
り
新
た
に
「
し
ご
と
づ

く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
古
民
家

オ
フ
ィ
ス
み
ら
い
と
奥
出
雲
に
配
置
し
、

誘
致
活
動
や
起
業
創
業
者
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
な
ど
を
一
層
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
奥
出
雲
振
興
に
つ
い

て
は
、
こ
こ
数
年
、
玉
峰
山
荘
の
入
館

者
数
の
減
少
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
３

月
１
日
に
は
、
温
泉
棟
な
ど
の
整
備
が

完
了
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行

い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
旅
館
経
営
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
が
豊
富
な
人
材
を
配

置
し
、
経
営
改
善
を
引
き
続
き
強
力
に

進
め
る
と
と
も
に
、
資
本
金
の
増
強
を

行
い
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

斐
乃
上
荘
、
仁
多
特
産
市
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
経
営
の
改
善
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

―
農
業
振
興

　

稲
作
に
つ
い
て
は
、
米
の
需
給
安
定

の
た
め
平
成
31
年
産
米
の
適
正
生
産
量

を
、
国
に
お
い
て
は
対
前
年
比
７
万
㌧

か
ら
15
万
㌧
の
減
産
と
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
島
根
県
で
は
近
年
の
需
要
実
績

な
ど
を
踏
ま
え
、
昨
年
12
月
に
各
市
町

に
提
示
さ
れ
、
本
町
は
１
４
５
２
㌶
と

昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
「
仁
多
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の

減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
栽
培
、
特
別
栽

培
米
の
生
産
拡
大
に
向
け
て
推
進
を
図

る
一
方
で
、
「
モ
チ
米
」
「
酒
米
」
な

ど
「
需
要
に
応
じ
た
生
産
」
と
転
作
田

の
活
用
を
合
わ
せ
た
水
田
活
用
、
産
地

化
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

畜
産
・
酪
農
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

昨
年
12
月
に
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会

を
設
立
し
、
今
後
は
、
施
設
整
備
や
畜

産
・
酪
農
家
な
ど
へ
の
支
援
を
行
う

「
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
」
を
関
係
機
関
の

皆
様
と
連
携
・
協
力
し
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

特
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

「
ソ
バ
」
、
「
エ
ゴ
マ
」
の
栽
培
を
中

心
に
、
各
生
産
組
織
へ
の
支
援
・
産
直

野
菜
の
推
進
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、
認
定
農

業
者
の
育
成
、
集
落
営
農
組
織
の
法
人

化
を
推
進
し
て
い
く
ほ
か
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
者
に
よ
る
新
規
就
農
者
の
募
集
や
後

継
者
の
育
成
に
つ
い
て
、
国
の
制
度
な

ど
を
活
用
し
、
島
根
県
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
農

地
・
農
業
水
利
施
設
の
整
備
に
よ
る
経

営
規
模
の
拡
大
を
進
め
る
た
め
、
耕
作

条
件
の
改
善
を
継
続
し
て
実
施
す
る
ほ

か
、
防
災
上
特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る

「
た
め
池
」
に
つ
い
て
、
千
立
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
た
め
池
の
調
査
を
実
施
す

る
な
ど
、
廃
止
事
業
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平成３１年  町長施政方針①平成３１年  町長施政方針①

町長施政方針　2019

３月４日、平成31年第１回定例会の開会にあたり、勝田町長が施政方針演説
を行いました。（内容を一部抜粋して掲載しています）
次号において、林業振興、結婚・子育て支援、地域づくり・定住対策、地域医
療と介護・福祉の充実、教育の充実、スポーツ振興、文化振興、行政改革を掲
載します。

３月４日、平成31年第１回定例会の開会にあたり、勝田町長が施政方針演説
を行いました。（内容を一部抜粋して掲載しています）
次号において、林業振興、結婚・子育て支援、地域づくり・定住対策、地域医
療と介護・福祉の充実、教育の充実、スポーツ振興、文化振興、行政改革を掲
載します。
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